
社　協　だ　よ　り令和4年11月1日 第50号　（６）

　９月２５日（日）、丹生湖西側丘陵地において３年ぶりに「サツマイモ収穫祭」を開催しました。
　今年は梅雨明けを思わせる猛暑が早々に襲い、生育に影響が出ないか心配しましたが、大きなサツマ
イモがたくさん実りました。
　今回は感染症拡大防止のため、定員を設けた事前申込制による開催とし、当日は関係団体も含めて
２３０名の方々にご参加いただきました。
　子どもたちは爽やかな秋晴れの中、収穫体験だけでなく、虫探しなど自然との
触れ合いを楽しんでいました。
　畑の管理にご協力いただいた関係者のみなさんに感謝を申し上げます。
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この広報紙は、共同募金の配分金を使用しています。
※ご厚意によりお預かりした浄財は、地域福祉推進のため、安心カードの作成、ボランティア活動助成、広報紙発行及び福祉基金の積立に限定して使用しております。

■ 内　容　自宅から直行直帰のお仕事です（自家用車使用）
■ 給与等　時給１，０００円＋移動費（１件３５０円）
　　　　　 稼働実績により昇給あり。その他諸手当支給。
■ 資　格　ヘルパー２級（介護職員初任者研修修了者）以上

■ 時　間　８：００～１８：００の間でシフト制
■ 勤　務　ご都合に合わせた勤務が可能です。
　　　　　 例えば…午前・午後のみ、数時間だけの勤務希望
　　　　　 などもＯＫです！ご希望をお聞かせください。
　　　　　 シニアの方も大活躍中です‼

▼ 申込方法　まずはお気軽にお電話ください（７０－２２３２）
▼ その他　　詳細はHP(URL：http://www.tomioka-syakyo.bz-office.net/)をご覧ください

登録ヘルパー募集中

サツマイモ収穫祭 ～第１６回～

寄付金

物　品

おこころざしありがとうございますおこころざしありがとうございます
善意銀行に寄せられた温かい市民の善意
善意銀行には、市民の皆様からたくさんの寄付金や物品が寄せられました。ありがとうございました。（敬称略）

（令和４年６月１日～令和４年９月３０日）

６１，０００円
１，９１２円
４，９９５円
２，１１６円
１０，１４４円

▽宮前司法書士事務所
▽おもちゃのストウお客様一同
▽ヤマザキYショップいりやまお客様一同
▽おおぎやラーメン富岡店お客様一同
▽日本入れ歯リサイクル協力者一同

50,000円
20,000円

▽(株)ピアかざりや　　
▽匿名

タオル 335本▽第一生命労働組合営業職支部

災害ボランティアセンター設置訓練
　９月１８日（日）に富岡小学校をメーン会場として４年ぶりに行われた富岡市総合防災訓練において、災害
ボランティアセンター設置訓練を行いました。
　当日は富岡バイクボランティア、富岡市ボランティア連絡協議会、生活協同組合コープぐんま、災害ボラン
ティアぐんま、群馬県社会福祉協議会のみなさんにご協力いただき、ボランティア受入訓練や物資輸送訓練を
感染症対策も踏まえて行いました。訓練中には改善点など活発な意見交換が行われ、改めて平時から訓練を
実施することの重要性を学びました。
　災害はいつでもどこでも起こり得るということを意識し、今後も有事に備えた活動を展開していきます。

▲ボランティア受入の様子 ▲物資輸送訓練の様子
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　生活支援係では、生活や仕事での困りごと、金銭管理の不安などについて大きく二つの
相談事業を行っています。

　当会では、講話や体験学習を通じて、たくさんの子どもたちがお互いを認め合い、共に生き
ていく力や人の気持ちに共感できる力、自分の考えを表現する力を育むためのお手伝いを
しています。
　内容は「福祉教育プログラム」として、車椅子体験、高齢者疑似体験、アイマスク体験、点字
体験、手話体験、福祉講話、障害者との交流体験、赤い羽根教室の他、今年度より「ボラン
ティア講話」を加え、9つのプログラムを実施しています。
　「ボランティア講話」は、身近なところからできる支え合い活動であるボランティアへの
関心を深めていただける内容となっており、小中学校に限らず、地域や企業からの依頼も
受け付けていますので、ぜひご相談ください。
　今年度は、現在までに市内５校の小中学校より依頼をいただいています。

　障害当事者の講話、車椅子・高齢者疑似体験、
点字体験、手話体験を行いました。障害当事者
の講話では、市内在住の視覚障害者の方にご
協力いただき、普段の生活の様子などを分か
りやすく具体的にお話ししました。点字の実演
の際にはタブレット端末で映像を映し出し、
子どもたちが密にならないよう工夫しました。
　また、ボランティアの指導による点字と手話
の体験では、様々なコミュニケーションの方法
があることを学びました。

　車椅子・アイマスク・高齢者疑似体験を行
いました。介助する側・される側を交互に体験
することで、ハンディキャップを持った人がど
のような不便さや不安を感じているのかを
体験し、お互いを思いやる気持ちの大切さを
学びました。

　生活や仕事での困りごと、不安を感じている人の相談に対し、どのような支援が必要かを
相談員が一緒に考えます。相談者に寄り添いながら、自立に向けた支援を行います（相談は
無料です）。

　日常生活を送る上で、十分な判断ができない人が地域で安心して生活できるように支援
するサービスです。

生活支援係の紹介福祉教育を推進しています

高田小学校【４年生】

高瀬小学校【４年生】

生活困窮者自立支援事業

〇どんな人が利用できるの？

〇どんなことをしてくれるの？

生活保護を受けている人以外で、「仕事を辞め、お金がない」「借金が返せない」「光熱費や
家賃が払えない」など生活に困っていて、日々の悩みをどこに相談すればいいのかわから
ない人が利用できます。これまで制度の狭間で支援を受けられなかった人、複合的な
問題を抱えた人にも対応しています。

就労支援…就労するための支援制度や機関の紹介、ハローワークへの同行
生活支援…お金や住まいに関する支援制度や機関の紹介、同行
その他、必要な手続きや申請の支援などを行います。

〇どんな人が利用できるの？

〇どんなことをしてくれるの？

認知症高齢者や知的障害者、精神障害者などで判断能力が不十分で自分ひとりで
契約をすることが不安な人、お金の管理に困っている人が利用できます。

生活に必要なお金の管理や出し入れのお手伝い、大切な書類のお預かり(通帳・印鑑・
権利証など)、福祉サービス利用のためのお手伝いを行っています。

〇料金はかかるの？
契約を締結するまでの相談や支援計画の作成は無料ですが、サービスを受ける場合は
有料です（世帯の課税状況により、利用料の助成があります）。

ご不明な点などお気軽にお問い合わせ下さい
生活支援係（あい愛プラザ１階）：７０-２２３２

日常生活自立支援事業
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　１０月１日から、今年も赤い羽根共同募金運動が全国一斉
に展開されました。富岡市においても、すでに多くのみなさん
からご協力をいただいています。
　お寄せいただいた浄財のうち、半分は県域の福祉事業に
配分され、残りの半分が富岡市民の福祉サービスや災害準備
金に活用されます。

　「歳末たすけあい募金」は共同募金運動の一環として、地域住民やボランティア、民生委員・
児童委員、社会福祉施設等の関係機関・団体の協力のもと、新たな年を迎える時期に支援を
必要とする人たちが地域で安心して暮らすことが出来るよう、募金をお願いするものです。

　今回は、赤い羽根募金の「施設・設備・備品整備配分」の助成を
受けたNPO法人「わたげ」をご紹介します。「わたげ」は障害者が
自立した生活を送ることが出来るように就労支援や生活介護等を
行う団体です。毎週月曜日～金曜日はあい愛プラザにて支援員の
サポートのもと、利用者が館内の清掃を行っています。「喫茶はんど」
では接客業務等に従事し、「わたげ」の事業所である「るふと」では
内職を行い、手作り雑貨の製作や地元企業に委託された軽作業に
取り組んでいます。
　以前より毎日の清掃活動で使用する用具の老朽化や感染症対策
が課題でしたが、赤い羽根募金の助成金を活用して備品整備を実施
することができました。作業の効率もアップし、安心して過ごせる
環境を整えた事により、これからも様々な活動に取り組んでいる
「わたげ」の皆様、ますますがんばっていただきたいと思います。

赤い羽根募金が役立っています

歳末たすけあい募金にご協力を

ご存知ですか？
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▲清掃作業の様子

▲内職作業の様子

▲ひとり暮らし高齢者宅の除草作業の様子

ひとり親家庭や児童養護施設入所者、在宅重度障害児、
在宅要介護高齢者等への見舞金贈呈事業

募金の主な使い道

１２月１日から
３１日まで

運動
期間

1世帯あたり
１００円

目標と
する金額

　地域で暮らす高齢者の“ちょっとした困りごと”に対応するため高齢者生活支援ボラン
ティアによる支援活動を実施しています。コロナ禍においても「地域の高齢者の生活を支え
る」ことを目的にボランティアによるゴミ出しや庭の草むしり等の支援活動をしています。
　ボランティア活動者同士でも利用者の在宅生活を支えるために定期的な話し合いの場を
設け、情報共有を図りながら工夫して活動しています。この活動は困りごとの手助けをすると
いうことだけでなく、活動を通じて高
齢者の安否確認の機会にもなり、地域
住民同士の「顔の見える関係づくり」
にも役立ちます。
　ボランティア活動者にとっても自発
的な活動をすることで介護予防や地
域貢献を担う効果も生むため、「お互
いさまの関係づくり」の基礎になり、
地域住民同士の繋がりを絶やさない
効果も発揮されます。

　昭和５９年に発足し、富岡市立図書館にて会員１０人で読み聞かせを行っています。毎週
土曜日午後２時からの紙芝居や絵本
の読み聞かせについてはコロナ禍に
より中止していましたが、感染症対策
を取りながら４月より再開しました。
イベントでは大型絵本やエプロンシア
ター、ブラックシアターなど特別な催
し物を行い、その他にも毎月第２木
曜日午前１０時からは赤ちゃん向けの
読み聞かせや、保健センターで実施し
ている「ブックスタート事業」にも協力
しています。

コロナ禍での高齢者支援活動
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設け、情報共有を図りながら工夫して活動しています。この活動は困りごとの手助けをすると
いうことだけでなく、活動を通じて高
齢者の安否確認の機会にもなり、地域
住民同士の「顔の見える関係づくり」
にも役立ちます。
　ボランティア活動者にとっても自発
的な活動をすることで介護予防や地
域貢献を担う効果も生むため、「お互
いさまの関係づくり」の基礎になり、
地域住民同士の繋がりを絶やさない
効果も発揮されます。

　昭和５９年に発足し、富岡市立図書館にて会員１０人で読み聞かせを行っています。毎週
土曜日午後２時からの紙芝居や絵本
の読み聞かせについてはコロナ禍に
より中止していましたが、感染症対策
を取りながら４月より再開しました。
イベントでは大型絵本やエプロンシア
ター、ブラックシアターなど特別な催
し物を行い、その他にも毎月第２木
曜日午前１０時からは赤ちゃん向けの
読み聞かせや、保健センターで実施し
ている「ブックスタート事業」にも協力
しています。

コロナ禍での高齢者支援活動
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　９月２５日（日）、丹生湖西側丘陵地において３年ぶりに「サツマイモ収穫祭」を開催しました。
　今年は梅雨明けを思わせる猛暑が早々に襲い、生育に影響が出ないか心配しましたが、大きなサツマ
イモがたくさん実りました。
　今回は感染症拡大防止のため、定員を設けた事前申込制による開催とし、当日は関係団体も含めて
２３０名の方々にご参加いただきました。
　子どもたちは爽やかな秋晴れの中、収穫体験だけでなく、虫探しなど自然との
触れ合いを楽しんでいました。
　畑の管理にご協力いただいた関係者のみなさんに感謝を申し上げます。

社　協　だ　よ　り 令和4年11月1日第50号　（1）

第      号50 令和4年11月1日発行

社協だより 世界文化遺産
～富岡製糸場と絹産業遺産群～

この広報紙は、共同募金の配分金を使用しています。
※ご厚意によりお預かりした浄財は、地域福祉推進のため、安心カードの作成、ボランティア活動助成、広報紙発行及び福祉基金の積立に限定して使用しております。

■ 内　容　自宅から直行直帰のお仕事です（自家用車使用）
■ 給与等　時給１，０００円＋移動費（１件３５０円）
　　　　　 稼働実績により昇給あり。その他諸手当支給。
■ 資　格　ヘルパー２級（介護職員初任者研修修了者）以上

■ 時　間　８：００～１８：００の間でシフト制
■ 勤　務　ご都合に合わせた勤務が可能です。
　　　　　 例えば…午前・午後のみ、数時間だけの勤務希望
　　　　　 などもＯＫです！ご希望をお聞かせください。
　　　　　 シニアの方も大活躍中です‼

▼ 申込方法　まずはお気軽にお電話ください（７０－２２３２）
▼ その他　　詳細はHP(URL：http://www.tomioka-syakyo.bz-office.net/)をご覧ください

登録ヘルパー募集中

サツマイモ収穫祭 ～第１６回～

寄付金

物　品

おこころざしありがとうございますおこころざしありがとうございます
善意銀行に寄せられた温かい市民の善意
善意銀行には、市民の皆様からたくさんの寄付金や物品が寄せられました。ありがとうございました。（敬称略）

（令和４年６月１日～令和４年９月３０日）

６１，０００円
１，９１２円
４，９９５円
２，１１６円
１０，１４４円

▽宮前司法書士事務所
▽おもちゃのストウお客様一同
▽ヤマザキYショップいりやまお客様一同
▽おおぎやラーメン富岡店お客様一同
▽日本入れ歯リサイクル協力者一同

50,000円
20,000円

▽(株)ピアかざりや　　
▽匿名

タオル 335本▽第一生命労働組合営業職支部

災害ボランティアセンター設置訓練
　９月１８日（日）に富岡小学校をメーン会場として４年ぶりに行われた富岡市総合防災訓練において、災害
ボランティアセンター設置訓練を行いました。
　当日は富岡バイクボランティア、富岡市ボランティア連絡協議会、生活協同組合コープぐんま、災害ボラン
ティアぐんま、群馬県社会福祉協議会のみなさんにご協力いただき、ボランティア受入訓練や物資輸送訓練を
感染症対策も踏まえて行いました。訓練中には改善点など活発な意見交換が行われ、改めて平時から訓練を
実施することの重要性を学びました。
　災害はいつでもどこでも起こり得るということを意識し、今後も有事に備えた活動を展開していきます。

▲ボランティア受入の様子 ▲物資輸送訓練の様子


